
○現行の教育委員会の支援体制（総合教育センターにおける取組みを中心に） 

 

 

  乳幼児期 学 齢 期 
高等学校・専門学校・ 

大学・社会人 

【学校現場】 

こどもみらい部 

   

幼
稚
園 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

県教育委員会 

県立養護学校（いわき）（平） 【小学部】 特別支援学校 

県立養護学校 

（いわき） 

（ 平 ） 

（くぼた） 

 

【高等部】 県立養護学校（いわき）（平） 【中学部】 

              

総合教育センター 

（教育相談係） 

チャレンジホーム 

週３回（月・水・金） 

指導員５名（非常勤嘱託） 

○平(総合教育ｾﾝﾀｰ内)：2 名 

○小名浜(公民館内)：1 名 

○植 田(同  上)：1 名 

○磐 崎(同  上)：1 名 

学校教育推進室・学校教育課 

市教育委員会 
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各地区保健福祉センター 

子育てコンシェルジュ 

療育支援 

子育て支援 

 

 

福祉介護係 保 健 係 保 護 係 

障がい福祉課 

 

就学前相談 
いわき教育事務所 
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不登校対策（適応指導） 

国補助（10/10）

を活用した県事業 

※時限的な制度で

あり、今後の継続

は不透明 

 

【H28 年度】 

○緊急スクール 

カウンセラー 

（３２名） 

⇒市内小中学校

に出勤し、勤務 

 

○緊急スクール 

ソーシャルワーカー 

（３名） 

⇒事務所に配置 

 

 

 

 

教育相談相談員８名（常勤 1・非常勤 7） 

 

○子ども健康教育相談【面接相談】 

行動面・学習面での悩み、不登校、教職員 

月～金 10 時～17 時 ※電話相談にも対応 

 

○すこやか教育相談【電話相談】 

教育・しつけ・不登校・進路・交友関係 

月～金 9 時～18 時 土日祝は 17 時まで 

 

土日祝休まず ※移動面接相談も実施 

  （ 

市緊急ＳＣ２名(臨床心理士)/ 市緊急ＳＳＷ４名(１名は精神保健福祉士) 

⇒市総合教育センター内に配置  

 

公立小学校（６７校） 

通級指導 

特別支援学級 

 

通級指導 

特別支援学級 

心の教室相談（月２回） 

対象：児童・保護者 

○ｶｳﾝｾﾗｰ（臨床心理士） 1 名 

 小名浜西 

○相談員 ４名 

小名浜二、泉、湯本一、四倉 

県緊急ＳＣ 

（17 校へ配置） 

※心の教室設置校を除く 

県緊急ＳＣ 

（全３９校へ配置） 

公立中学校（３９校） 

支援員配置 
支援員配置 

福祉的支援 

発達心理

判定 

専門的教育相談【面接】 

○小児科医  月１回(輪番)

○臨床心理士 月１回 

心のケア連携事業【面接】 

○明星大心理相談センター 

特別支援担当 

指導主事１名 

特別支援担当 指導主事１名 

【県】浜児童相談所 

資 料 ２-２ 

必要に応じて実施 

いわきっ子入学支援（保幼小連携）システム 

高等学校 

「
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